
こども時代があふれる場づくり
みやうち冒険あそび場の会 活動報告書 2022

みやうち冒険あそび場の会
子どもたちの手に、子ども時代の大切な体験を。



　2016 年 3 月に宮内工業団地にある鎗出第三公園を借りて初めてのお試しあそび場をしてから 7 年が経ちました。 
当時、宮内市民センターを拠点にこどもの学校外での体験活動の場づくりをしていた仲間たちとともに、それまでとは違う形
の場づくりを試みたいと挑戦したことがきっかけでした。

　当時活動していた宮内市民センター主催事業「なかよし広場」では、月に 1 回、こどもたちが市民センターに集まり、料理・
工作・地域探検・キャンプ・雪遊びなど、その回ごとに活動テーマを決めて体験活動をしていました。公民館が事務局機能を
担い、運営は地域の有志によるボランティアが担当しており、こどもたち・大人の双方にとっての社会教育の場になっていま
した。活動をする中で数多く聞こえてきたのは、「ここでは普段なかなかできない体験をさせてもらえる」という保護者の声で
した。地域の大人（中高生を含めて）が、地域のこどもを見守りながら、火や刃物を使う活動や、地域の自然や文化にふれる
活動など、学校や家庭では体験できない（できなくなってしまった）活動をこどもたちに届けるという活動の内容もさること
ながら、地域内の人と人とのつながりの希薄化が叫ばれる中で、地域のこどもと大人ををつなぐ橋渡し的な役割を担っていた
ことの価値が、とても大きな意味を持っていたと感じています。

　一方で、なかよし広場の活動は、その日取り組む内容が決まっており、タイムスケジュールも決まっていて何時から何をす
るという流れに沿って活動するものでした。活動の内容に興味が持てない子がいたり、熱中してもっと掘り下げたいのに終わ
りの時間になったから片付けないといけない子がいたりと、もっと個別最適な方法ができないものだろうかと考えることがあ
りました。また、多くのこどもたちは活動を楽しんでいるものの、「待っていれば大人が楽しませてくれる」という受け身の姿
勢もありました。はたしてこどもたちは「遊んでいる」のだろうか「遊ばされている」のだろうか。実は「早く遊びたい」と
思いながら大人が設定した遊び（遊ばせ）の活動に参加させられていないだろうか。そんなことも考えました。

　そんな折に出会った「冒険遊び場（プレーパーク）」は、それまでの活動の真逆の発想の取り組みでした。プログラムなし・
タイムスケジュールなし、好きな時間に来て好きな時間に帰って良いし、遊び場だからといって遊ばないといけないわけでも
ありません。すべて自分で選び、自分で決めることができます。そうすることで、こどもたちは自分のやりたいことにやりた
いだけ熱中できるし、やりたくないことをやらされることもありません。こどもを真ん中に考えたとき、これ以上ない素晴ら
しい環境だと感じました。

　やりたいことをやってケガをしても、それは自分の責任という考え方もとても大切です。それは少し昔を考えたとき、野山
で虫取りをしていて転んで擦りむいたとか、川で遊んでいて靴が流されたといったことがあったとき、それは誰か他人の責任
ではなく自分の責任として受け入れなければならないことと同じです。無条件に愛される、群れを形成し群れて遊ぶ、ルール
を作っては破り仲間と揉めながらルールを作り変えていくといった、こども時代の発達の各段階において経験しなければなら
ない体験の中に、ケガや失敗も含まれます。それは自分自身を守り、人の痛みを知ることにもつながります。

　自由とは、なんでもしていいというわけではありません。自分で選び、自分で決め、その結果を自分で引き受けるというこ
とです。その “ 自由 ” を保障するため、大人は「あぶない」「やめなさい」「そうじゃないでしょ」「これやってみなさい」といっ
た声かけを少しだけやめて、こども時代にしかできない体験をこどもたちに手渡すことをしませんかと、これからも問いかけ
続けていきます。

みやうち冒険あそび場の会
代表 寺本 光児

こども時代にしかできない体験を
こどもたちに手渡す



みやうち冒険あそび場の会では、こどもを対象に「自分の責任で
自由に遊ぶ」をモットーにしたあそび場や自然体験活動を提供し
ています。みやうち冒険あそび場と花見山森のあそび場を中心に、
アウトリーチ・担い手の育成・ネットワーク構築など関連する事
業を実施しています。

公園で開催する冒険遊び場です。
自分の責任で自由に遊ぶあそび場
で、何をして何をしないかをこど
も自身が決めることができます。

講演会・研修会・勉強会の開催等で、
こどものあそびの環境づくりへの理
解を広めるほか、担い手の育成やス
タッフのレベル向上を行います。
2022 年度には、他の冒険あそび場
や自然体験活動の視察研修を行いま
した。

地域のイベントや祭りでのブース出
展や、地域団体と連携した事業実施
などを行います。近隣地域だけでな
く、県域でのネットワーク構築を進
めており、情報交換やお互いの活動
に参加し合うなど様々な交流が生ま
れています。

活動フィールドの草刈りや安全な
フィールドづくりのための作業日等
を行います。フライヤーの仕分けと
配布・倉庫整理・各種事務作業など、
目に見えない部分の作業が日々の活
動を支えています。

定期開催日とは別に、みやうち冒険
あそび場を団体貸切で実施します。
気心知れた仲間同士という安心感の
中で普段体験できない自由なあそび
に取り組むことができます。
2022 年度は、放課後児童クラブの
遠足先として実施しました。

写真展や活動紹
介展示を行い、
活動を知っても
らう取り組みを
行います。
2022 年度は写真
展を行いました。

ンツを持ち出し、あそび場を届ける取
り組みを行います。
2022 年度は、広島市内の比治山公園
で出張あそび場を行いました。

山で開催する森づくりと森あそびの 
環境教育プログラムです。
かけっこスクール・生き物探検・花見山
開拓隊の 3 つのプログラムで、自然が好
きで自然の中で遊べるこどもを育てます。

みやうち冒険あそび場

広報事業

地域連携・ネットワーク構築 研修事業 環境整備

出張事業 団体専用体験事業

花見山森のあそび場

みやうち冒険あそび場の会の
取り組みの全体像

中心となる体験事業

関連する各種事業

みやうち冒険あそ
び場のコンセプ
ト・道具・コンテ

会
の

場びそあ険
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「自分の責任で自由に遊ぶ」。こどもがつくる、こどものあそび場。

みやうち冒険あそび場

活動の報告と成果

活動実績

団体専用開催

課題

今後の展望

　こどもが『自分の責任で自由に遊ぶ』あそび場を提供しました。こどもの「やってみたい！」
から始まるあそびをできるだけ制限せず見守る活動で、年々取り組みへの理解が広まって 
いることを感じています。
　たき火・水あそび・泥あそび・工作・のこぎり・かなづち・草花・木・自然…
様々な道具・要素・環境を整えるところまでを行い、その中からこどもが何を選びどう使う
かはこどもに委ねています。大人からの提案や誘導はなく、自ら何かをし始めないと何も 
始まらない場で、こどもたちは主体的に自己決定を重ねていきます。
　あそび場に通ううちに、自分から誰かに声をかけて遊ぶことのなかった子が積極的になり、
普段の生活の中でも周囲の人から「明るくなったね」と言われるようになったなど、自ら 
あそびを切り開いていく環境の中でこども自身が変わっていく事例も報告されています。

「ここがあって本当によかった」「午後からだけでもこどもが『行きたい』と言っています」
といった声を多くいただいています。

　みやうち冒険あそび場の定期開催日とは別日に、特定の団体を対象としたあそび場を提供
しました。2022 年度は、放課後児童クラブの遠足先として 2 回の受け入れを行いました。
　団体のときはこども同士が普段から仲が良いため、すぐにあそびが広がっていきます。 
あそび場を知らなかったり家族では行けないこどもたちに自由なあそび場を体験してもらう
良い機会となっているほか、遠足であそび場に行ったことをきっかけにその後の定期開催日
に家族でお越しいただくこともありました。

・荷物運搬用車両 ( 軽トラ ) の老朽化
・倉庫が遠方にあるため運搬の負荷が高い
・準備と撤収の負荷が高い
・継続的な活動資金や寄付金の確保

公園に倉庫を置くことができたら解決

宮内工業団地 - 鎗出第 3 公園
月 1 回開催 / 参加無料
0~200 歳までだれでも OK

　みやうち冒険あそび場は単なる体験イベントではなく居場所としての性質が大きいと 
考えています。学校でもなく家庭でもない第三の居場所として、普段の生活圏とは異なる 
友達やナナメの関係の大人と出会える場として、細く長く継続していくことが最も大事だと
考えています。

4/24
5/22
6/26
7/24
8/28
9/25

おとな356人

こども559人

10/23
11/27
12/25
1/22
2/26
3/2612回

開催回数 参加人数

915人

⎫
⎬
⎭



森づくりと森あそびで自然を好きになる、環境教育のあそび場。

花見山森のあそび場

活動の報告と成果

活動実績

森づくりと森あそび

課題

今後の展望

　こどもが『森づくりと森あそび』を通して自然を好きになる森のあそび場を提供しました。
何度もリピートする参加者が多く、毎回キャンセル待ちが発生していることからも、取り組
みへの関心や共感が広まっていることを感じています。
　山や森が持つあそびの懐の深さは、その面白みを知れば知るほど深まります。しかし、山
や森で遊んだ経験のない人にとっては想像がつきにくく、入口のハードルが高いのも事実で
す。花見山森のあそび場では、森あそびの入口として「自然を好きになる」というステップ
を大切にしています。そのためにはまずは自然の中で遊ぶことが楽しいという経験と、自分
が自然に対して作用した結果良好な反応が得られることが大切です。
　山を走ってカラダづくりをする「かけっこスクール」、自然の中に息づく生き物や植物の
おもしろさに出会う「生き物探険」、木を伐って森づくりをする「花見山開拓隊」の 3 つの
プログラムを入口に、自然の中で遊び、自然が好きな人を育てています。こどもたちが「やっ
てみたい！」と思った遊びの先に自然が良くなっていく好循環が生まれています。

　花見山森のあそび場が目指す森づくりは、『こどもが森で遊ぶことで、結果的に自然環境
が良くなる森づくり』です。かけっこスクールでは走ることで地面が踏みしめられて道が維
持され、道なき道が生まれたりします。昆虫がたくさんいる森にしたいから幼虫が生きやす
い枯葉ベットを作ったり、山の中に秘密基地を作りたいから木を伐って道を作っています。
　こどものあそびから始まる森づくりは、あそびの結果として自然環境が良くなるだけでな
く、自然のことが好きな人が育つことで将来の自然環境保全の人づくりにも役立っています。

廿日市市宮内 - 花見山
月 1 回開催 / 1 人 500 円
3 歳以上対象

令和４年度ひろしまの森づくり廿日市市事業補助金採択事業

・不法投棄が多く、治安にも不安がある
・活動フィールドが広くなり、目が行き届きにくい
・森づくりに関する専門的知識の不足

　これまではとにかく木を伐って山を開拓することで活動フィールドを広げてきましたが、
今後は花見山をどんな姿にしていきたいのかグランドデザインを描く必要があると感じてい
ます。こどもたちとともに、どんな山にしていきたいかを話しつつ、専門家の意見も取り入
れながら、将来の花見山森のあそび場のイメージを作っていきたいと考えています。

4/3
5/29
6/12
7/10
8/21

おとな  90人

こども136人

10/9
12/18
1/15
2/5
3/510回

開催回数 参加人数

226人



みやうち冒険あそび場を届けに行く。移動型の小さなあそび場。

出張あそび場

活動の報告と成果

活動実績

自由なあそびの種を蒔きに行く

課題

今後の展望

　みやうち冒険あそび場のコンセプト・道具・コンテンツを持ち出し、あそび場がない場所にあそ
び場を届ける取り組みを行いました。2022 年度は、広島市内の比治山公園で開催されたイベント
の一角に、「あそびば比治山（ASOBIBA）」を作りました。
　持っていける道具には限りがあるのと、イベント内で使えるスペースが限られるため、必然的に
みやうち冒険あそび場よりも小さなあそび場になります。そんな中、工作・たき火・けん玉・コマ・
しゃぼん玉といったものを、季節やイベントの規模を考えながら厳選して用意しました。比治山で
のあそび場は月に 1 回程度定期的に開催されたため、比治山の近くに住む人たちが「またきたよ！」
と常連のようになってくれるシーンが何度もありました。2021 年度にも比治山に出張していたこ
とから「1 年ぶりだね！」という再会もありました。比治山であそび場を体験した後、廿日市のあ
そび場に来てくれる人もいるなど、比治山への出張がメインの活動の広報の機会にもなっています。
　都市部に住む人は、自然体験や工作といったことにふれる機会が少なく、こうしたコンテンツに
敏感に反応し、楽しんでもらえることが多いと感じています。普段の活動の場から外にコンテンツ
を持ち出すことで広がる世界が、参加者と私たち双方にあることを実感しています。

　みやうち冒険あそび場と花見山森のあそび場は固定拠点型の取り組みです。決まった場所
があることの利点もたくさんありますが、その場所に行けない人には届けられないもどかし
さもあります。行きたくても行くことができない人や、そもそも活動のことを知らない人の
ところに、自分たちから出向いていくことで、拠点で待っているだけでは出会えない人に出
会うことができます。そうして各地に自由なあそびの種を蒔き続けることで、私たちの目指
す社会の姿に近づくと考えています。

・荷物運搬用車両 ( 軽トラ ) の老朽化
・会場が遠方の場合、運搬の負荷が高い
・出張先の新規開拓

　出張を行いやすくするために、車に積載しやすい形に設計したあそびの道具を制作するこ
とを計画しています。2023 年度から「移動式あそび場」としての本格的な活動を開始した
いと考えています。

4/9
9/3
10/1

11/5
12/3
12/46回

開催回数 参加人数

およそ400人



自然のあそび・自由なあそびへの想いを届ける。

広報事業

活動の報告と成果

SNS 広報実績

メディア露出実績

写真展「森とこどものあそび場展」

今後の展望

　こどもたちの自由なあそび場のことを認知してもらい、自然の中でのあそびに対する理解
や共感を広く社会に醸成するため、広報を行っていくことは欠かせません。広報には様々な
手段があり、届きやすい層や届き方の特徴が異なります。Facebook・Instagram・LINE
といった SNS や、テレビ放送・新聞などのメディアの活用、写真展の開催など 2022 年度
も様々な手段で広報活動を重ねてきました。

　みやうち冒険あそび場と花見山森のあそび場で遊ぶ
こどもたちの表情を伝える写真展を開催しました。
　期間　2022 年 6 月 15 日～ 19 日
　会場　はつかいち・みやじま情報センター
　　　　（宮島口旅客ターミナル 2F）
　来場者数　およそ 100 人

　テレビ放送の直後は多くの方にご来場いただき、その影響力の大きさを改めて実感しまし
た。一度に多くの方にご来場いただくと混雑して大変ですが、知っていただくにはとても良
い機会であることから、今後も各種メディアへの露出をしていきたいと考えています。
　また、写真展は多くの写真を見ていただくことで活動の様子を知っていただくのにとても
良い機会で「今まで知ってはいたけどこんな良い活動だとは知りませんでした」といった声
もいただいています。写真展も年に 1 回程度開催していきたいと考えています。

Facebook

テレビ放送 (TSS)　2022/5/12
　遊具なく、自由な発想と自分の責任で遊ぶ「みやうち冒険あそび場」　広島・廿日市市

西広島タイムス　2022/5/16
　【廿日市市宮内】子どもの遊びは子どもが決める「みやうち冒険あそび場」
　https://nh-times.jp/post-17158/

しゃぼん玉新聞 ( 廿日市市青少年健全育成新聞 )
　令和４年夏号　取材協力 - もみじ饅頭 手焼き体験
　令和４年冬号　記事掲載 - みやうち冒険あそび場 「ヒマ」の先にある大事な時間
　令和５年春号　イベント案内 -2023 年の開催予定日掲載

広報はつかいち
　令和５年２月号　廿日市市の森づくり事業 - 活動風景写真掲載

Instagram
LINE公式アカウント

3032 リーチ64 投稿

61 投稿

16 投稿 634 自動応答

475 フォロワー

2022/4/1 ～ 2023/3/31 2023/5/5 現在

2414 リーチ

2357 配信

431 フォロワー

186 友だち登録



みやうち冒険あそび場の会の活動を支える、様々な取り組み。

その他の事業

研修事業

地域連携・ネットワーク構築

環境整備

今後の展望

　研修事業では、講演会・研修会・勉強会の開催等で、こどものあそびの環境づくりへの理解を広
めるほか、担い手の育成やスタッフのレベル向上を行います。2022 年度は団体内部研修として、
他の冒険あそび場や自然体験活動の視察研修（あそび場訪問）を行いました。他の事例を知ることで、
自分たちの活動を客観的にふりかえり、活動をより良いものにしていきたいと考えています。
　◯視察研修先
　　2023/1/8 夢山冒険あそび場（三原市久井町）
　　2023/3/19 ワンダふるたパーク（広島市西区）

　地域のイベントや祭りでのブース出展や、地域団体と連携した事業実施などを行います。コロナ
禍の中、地域との連携は少なくなってしまいましたが、今後は移動式あそび場の実施とも関連しな
がら、連携の動きも回復させていきたいと考えています。
　近隣地域だけでなく、県域でのネットワーク構築を進めており、情報交換やお互いの活動に参加
し合うなど様々な交流が生まれています。あそび場訪問と関連して、冒険あそび場の実践者同士が
つながり、お互いの活動を知って高め合うことで、意欲的な活動の継続につなげていきます。

　活動フィールドの草刈りや安全なフィールドづくりのための作業日等を行いました。みやうち冒
険あそび場を実施する鎗出第三公園と、その駐車場となる鎗出第二公園は初夏から秋まで月に 1 回
程度の草刈りを行っています。花見山森のあそび場のふもとの広場や、山に登る階段、山に登った
先のフィールドも定期的な草刈りが欠かせません。そのほか、チラシの仕分けと配布作業、倉庫整
理作業、各種事務作業など、目に見えない部分の環境整備が日々の活動を支えています。

　コロナ禍で停滞したことと発展したことがあります。リモート環境の普及はその中でも大きな発
展を遂げた分野です。今後、勉強会や研修会などを行うとき、遠方の講師の方にリモートで講演を
お願いするなど、活用の幅を広げられると考えています。
　市民と行政との協働の視点も欠かせません。お互いの得意分野を持ち寄って、どうしたらより良
い社会を共創できるのか、様々な観点から協働し、新しい取り組みを生み出す草の根の活動を今後
も創造・発展させていきたいと考えています。

7回 39人

35回 126人

草刈り作業（回数・活動人数）

その他作業等（回数・活動人数）

花見山作業日（回数・活動人数）

9回 36人



データで見る、みやうち冒険あそび場と花見山森のあそび場。

参加者の分析

参加者数の推移

参加者の居住地域

　みやうち冒険あそび場の 7 年間の参加者数の推移を見ると、2022 年度は前年度と比べて倍増し
ていることが分かります。コロナ禍の落ち着きによる外遊びのニーズの高まりとともに、テレビ放
送等の広報による相乗効果や、これまで提唱してきた「自由な遊び（自分に由る遊び）」への関心
の広がりが重なり、活動への理解がより一層深まっていると感じています。

　下のグラフは、みやうち冒険あそび場と花見山森のあそび場の参加者の居住地域です。参加者の
53% は廿日市市内から参加していることが分かります。次いで佐伯区の 28% が多く、この 2 地
域で 8 割の参加者を占めています。
　参加者の 43% は広島市からの参加で、広島市内からバイパスで 20 分程度というアクセスの良
さから、頻繁に通ってくださる方もいらっしゃいます。
　遠くは呉市、岩国市、安芸高田市といった地域からの参加もありました。

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

団体 55 40 80

おとな 68 72 137 138 176 180 356

こども 218 186 242 241 317 308 559

定期開催回数 12 12 13 12 9 9 12
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みやうち冒険あそび場-参加人数年度推移（人）

こども おとな 団体 定期開催回数

廿日市市
583
53%

佐伯区
300
28%

西区
61
6%

安佐南区
52
5%

中区
20
2%

南区
16
1%

東区
8

1%

大竹市
20
2%

府中町
14
1%

呉市
6

1%

海田町
4

0% 安芸高田市
3

0%

岩国市
2

0%

広島市
457
43%

2022年度みやうち冒険あそび場 / 花見山森のあそび場参加者居住地域

廿日市市 佐伯区 西区 安佐南区 中区 南区 東区 大竹市 府中町 呉市 海田町 安芸高田市 岩国市



今年度の成果と課題

次年度の取り組み

• 多くのこども・親子に、自然の中でのあそびや自己決定を大切
にしたあそびを、直接体験を通して伝えることができた。

• あそび場の片隅で、子育ての悩みや生きづらさを抱えた声を聞
くことができた。

• こどもにとっても親にとっても、息抜きをし、元気を回復させ
る場所になりつつある。

• 昔参加者だった若者がスタッフとして帰ってきてくれた。

• テレビ放送や WEB 記事掲載などの露出が多く、より認知が広
がった。

• 主催事業の継続的な開催と発展 

みやうち冒険あそび場と花見山森のあそび場を定期的に開催していきます。月に一回の活動でも、定期的に開催し続けることで、ゆっ
くりとですが居場所化していきます。訪れる人にとっての心地よい居場所であるために、継続的な場づくりを重ねていきます。

• 移動式あそび場事業の立ち上げ 

固定拠点のあそび場で待っているだけでなく、こどもたちのいるところへ出向いていく移動式あそび場を実施するための環境整備を
行います。車に積載しやすい形状に設計したあそび道具を制作するほか、出張先の環境やニーズに合わせたあそび場の実施ができる
よう計画を行います。 
併せて、出張先の開拓を行います。各種イベント会場のほか、こども園等（幼稚園・保育園等）、小学校の放課後（放課後子供教室、
放課後児童クラブ、留守家庭児童会等）、子供会、商業施設のイベントスペース、公共施設のオープンスペースなど、様々な場所での
実施が想定できます。多様な主体との連携の中で、まずは試行的な開催を行います。

• 理解ある市民を増やす取り組み 

活動への理解と共感を深め、支援の輪を広げるために、講演会・勉強会・写真展などを開催していきます。

• 地域連携の強化 

地域関係団体や企業とのつながりを深め、活動への理解を広めていきます。持続的な活動のため、ご協力やご支援をいただきたいと
考えており、活動を知ってもらい、信頼関係を深めていくことからはじめていきたいと考えています。これまでにいただいているご
縁やご支援を大切にしながら、新しいつながりを醸成し、寄付金の増大や企業の CSR との連携などを模索していきます。

• 持続的な活動のため、より多くの資金や協力者が必要。

• 廿日市市市民活動センターの軽トラックが老朽化しており、
近い将来活動を継続させられるか不透明。

• あそび場に来ることができる人や、あそび場に一定の理解の
ある人にしか届けることができていない。

• 月に一回の活動ではどうしてもイベント的にならざるを得な
い。より身近な居場所となるために、高頻度での開催が必要。

• 安全な活動のため、リスクマネジメントなど絶えず学び続け
ることが必要。

成果 課題

今年度の成果とこれからの展望



• 個人の方（名字のみ掲載） 
川西さん、田宮さん、塚迫さん

• 企業、組織等（順不同敬称略） 

有限会社西広島自動車、有限会社廿日市建具製作所、株式会社 WOODPRO、小方建具株式会社、廿日市市木材利用センター、医療
法人みやうち 廿日市野村病院、株式会社和大地 SATOMACHI、ハシモト園芸、社会福祉法人廿日市市社会福祉協議会、一般社団法人
はつかいち観光協会、特定非営利活動法人これからの学びネットワーク、一般社団法人広島県環境保健協会、廿日市市公衆衛生協議会、
株式会社テレビ新広島、株式会社 FM はつかいち、西広島タイムス、はつかいち「青少年健全育成」新聞発行委員会、自然のめぐみキッ
チン、夢山冒険あそび場、ワンダふるたパーク、廿日市警察署、廿日市消防署、廿日市市、廿日市市教育委員会生涯学習課、廿日市市
産業部農林水産課、廿日市市建設部維持管理課

　みやうち冒険あそび場の会は、こどもが「自分の責任で自由に遊ぶ」あそび場づくりを通して、こども自身が自分らしく生きることを
体験的に学ぶ環境づくりをする、こども若者親子支援を行う団体です。活動は限られた資金と市民によるボランティアで支えられています。
活動の継続のため、みなさまからの応援をよろしくお願いいたします。

活動の継続には使途が限られず自由
に使える資金が必要です。ぜひマン
スリーサポーターになって応援して
ください。以下の QR を読み取り、
ファンドレイジングシステム「コン
グラント」よりお手続きください。

寄付金で応援する 物を買って応援する ボランティア・協力者として応援する
こどもたちが使う道具や消耗品など
で不足しているものを Amazon のほ
しいものリストに掲載しています。 
ご購入いただいた商品は私たちのと
ころに届き、こどもたちの活動に使
わせていただきます。

活動日の準備片付けなどの簡単なお
手伝いで私たちの活動を支えていた
だくほか、活動日以外の作業などさ
まざまな関わり方があります。 
詳しくはメールや各種 SNS の DM
よりご連絡ください。

ごあんない

スペシャルサンクス ご協力いただいたみなさま

活動を応援するには

〒 738-0014
広島県廿日市市住吉 2-2-16 廿日市市市民活動センター内

みやうち冒険あそび場の会は、廿日市市青少年育成関係団体「青少年夢プラン実行委員会」に所属する市民活動団体です。
主催する活動は廿日市市教育委員会の後援を受けて実施しています。

miyauchi.playpark@gmail.com

Amazon
ほしいものリスト

コングラント

WEB サイト Facebook Instagram LINE 公式アカウント

みやうち冒険あそび場の会
子どもたちの手に、子ども時代の大切な体験を。
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